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1.緒 言

現在、パ ソコンやコンピュータネットワークなどを利

用して教育を行なうeラ ーニングが大学での教育にも積

極的に導入 されている。教室での講義による教育が主体

である大学でも、効果的な予習 ・復習資料の提供、学習

到達度確認、講義外での学習時間の確保、マルチメディ

ア利用による自己学習の動機づけなど多くの効果が期待

される。 しかし、そのコンテンツ(内 容)の バ リエーショ

ンや活用方法のノウハウなど関しては、まだまだ不十分

であり、(社)私 立大学情報教育協会を始め多くの場で情

報交換がなされている。

著者らが所属す る近畿大学でもeラ ーニングには積極

的に取 り組み、講義のeラ ーニングへの対応、入学前の

学生を対象としたネ ットワークによるリメディアル教育

教材の提供、理系大学院研究科聞での遠隔講義などが進

められている。 これ らは大人数の学生を対象 とした学部

レベルで取り組みであるが、一方で、学科よりも小さい

少人数の学生グループをターゲットに、そのニーズやレ

ベルにあった小回 りの利くeラ ーニングシステムを構築

し、コンテンツ開発や運用のノウハウを確立することが

できれば、その成果は大学教育の現場で広く有効に利用

することができると期待 される。

本研究では、著者らが所属する複数の学科におけるそ

れぞれの専門性をバックグラウン ドとする資格を対象に、

資格取得を目的としたeラ ーニング教材の開発を行った。

専門性、教育上の効果、学生や社会のニーズを考慮して

対象 とする資格を選び、その資格取得を希望する学生に

よりeラ ーニング教材コンテンツを主体に作成 して も

らった。また、将来にわたる維持管理の観点から大規模

なコンピュータシステムを使わず、パソコンベースでe

ラーニングシステムが構築できるようフレームワークと

してMoodleと い うオープンソースを使用す ることに し

た。

教材を作成する、その過程自体が資格取得の強い動機

づけになり、効果的な学習 となると考えられる。同時に、

利用者でもある学生同士の意見を反映させ、コンテンツ

を改良していくというPDCAサ イクルをeラ ーニング

システムの構築に取 り入れることができる。 さらに、仲

聞の学生が作成 した教材であるということで、他の学生

の資格取得を誘起するというようなプラスの循環作用も

期待することができる。すなわち、このeラ ーニングシ

ステムの構築を通じ、学生が自主的な学習に取 り組むよ

うになる教育改善を目指す。
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2.資 格試 験 の紹 介

本 プ ロ ジ ェ ク トに は、 産 業理 工学 部 の5学 科 の 中 か ら

情 報 学科 、建 築 ・デ ザ イ ン学 科 、生 物 環 境 化 学 科 が 参加

した。 各 学 科 のカ リキ ュ ラム に沿 っ た資 格 の 紹 介 とそ の

受 験 支 援 学 習 の た め のe-learningコ ン テ ン ツ作 成 の 状 況

に つ き述 べ る。

2.1情 報 学 科

2.1.1】 丁パ ス ポ ー ト試 験

情 報 学 科 の カ リキ ュ ラ ムが 対応 して い る主 な 資格 に は 、

基本 情 報 技 術 者 試 験 、ITパ ス ポー ト試 験 、 ソ フ トウェ ア

開発 技 術 者 試 験 、 情 報 セ キ ュ リテ ィア ドミニ ス トレー タ

試 験 、テ ク ニ カル エ ン ジ ニ ア試 験(ネ ッ トワー ク)、CG

エ ン ジ ニ ア 検 定 、 マ ル チ メデ ィア 検 定 、MicrosoftOffice

Specialistな ど が あ る。 こ の 中 か ら受 験 者 が 多 く 、e-

learningコ ンテ ン ツ 開 発 後 の受 講 希 望 者 が 期 待 で き るIT

パ ス ポー ト試 験 を選 定 した 。

ITパ スポ ー ト試 験 とは 、職 業 人 が 共 通 に備 え て お き た

いITに 関 す る基礎 知 識 を測 る国 家 試 験 と して 平成21年 春

か ら新 た に開 始 され た 資格 試 験 で あ り、 そ れ ま で は初 級

シ ステ ムア ドミニ ス トレー タ と呼 ばれ 、IT技 術 者 を 目指

す 学 生 は も ち ろん 、業 種 ・職 種 を問 わ ず あ らゆ る企 業 や

組 織 に属 す る人 々 が受 験 を 目指す 資格 で あ る[1]。

2.1.2試 験 の概 要

ITパ ス ポー ト試 験 の 出題 形 式 は 多 肢 選 択 式(四 肢 択 一)

で あ り、小 問 形 式 は1問 に つ き1設 問 、中 問形 式 は1問 につ

き4設 問 で あ る。 出題 数 は100問 で 、 小 問 形 式 が88問 、 中

問形 式 が12問 で あ る。 出 題 分 野 は 大 き く3つ に 分 か れ て

お り、経 営 全 般(ス トラテ ジ系)は35問 、IT管 理(マ ネ ジ メ

ン ト系)は25問 、IT技 術(テ ク ノ ロ ジ系)は40問 で あ る。 合

格 基 準 は 、 総合 得 点 の満 点 の60%以 上 、 各 分野 別 得 点 の

満 点 の30%以 上 の両 方 を満 た した場 合 で あ る。

2.1.3学 生 の受 験 状 況 と学科 の対 応

毎 年3割 程 度 の 学 生 が何 らか のIT関 係 の資 格 試 験 を受

験 して い る。 各 自で資 格 試 験 用 の テ キ ス トや 問題 集 を購

入 して 受 験 に備 え て い る。 情 報 学 科 で は 、 そ う した受 験

者 を支 援 す るた め 、イ ン ター ネ ッ ト経 由 で利 用 で き る市

販 のe-learningサ ー ビ ス を 導 入 した 経 験 が あ る。 受 講 を

希 望 す る学 生 に認 証 用IDを 配 布 し、 学 内 の端 末 や 自宅 の

PCか ら利 用 して も らっ た。 結 果 と して 、本 サ ー ビス の利

用 者 の うち 、必 ず しも全 員 が 資 格 試 験 を 受験 す る わ けで

は な く、利 用 頻 度 も学 生 に よ っ て 偏 りが あ る こ とが わ

か った。 要 因 と して は、 資 格 取 得 に 対 す る学 生 の意 識 の

差 に よ る と考 え られ る。 学 生 の 関 心 度 を 上 げ る方 法 の 一

っ と して 、千 歳科 学 技 術 大 学 のCIST-Solomonの 取 り組 み

が あ る。 大 学 も し く は学 生 自身 がe-1eamingコ ンテ ン ツ

の開 発 に 関 わ る こ とで関 心 度 を 上 げ よ うとい う試 み で あ

.5_,と 心
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る[2]。

2.2建 築 ・デザイン学科

2.2.1二 級建築士試験

建築 ・デザイン学科は、建築工学コース、建築コース、

デザインコースの3つ のコースを設定し、一級建築士、

二級建築士、インテ リアプランナー、イ ンテ リアコー

ディネーター、福祉住環境コーディネーター、色彩検定

他、様々な資格取得を目標 とした教育を行っている。今

回のコンテンツ作成ではまず3つ のコースに共通する内

容を持っ2級建築士試験を選定 した。

二級建築士は建築士法によって定められる国家資格で

あり、都道府県知事により免許を受けて設計工事管理等

の業務を行 う。建築 ・デザイン学科では、建築工学およ

び建築 コースを卒業、デザインコースは卒業後2年 の実

務を経て受験資格を得られる。試験は、一次試験 として

学科、二次試験として製図があ り、毎年全国で3万人強の

受験者がいる。学科試験の合格率は年度により差はある

もののほぼ30～40%で あり、二次試験まで含めると20～

30%で ある。

2.2.2試 験の概要

二級建築士学科試験は、建築計画 ・建築法規 ・建築構

造・建築施工の4科 目に分かれ、多岐選択式(五 肢択一)の

出題形式で、それぞれ25問 の合計100問 、1問あたり1点の

100点満点で採点される。合格基準は、各科 目25点満点

中13点以上、4科 目の総得点で60点 以上である。

2.2.3学 生の受験状況と学科の対応

これまで学部の就職課をとお して外部委託による有料

の二級建築士講座を開講するなど積極的に資格取得を支

援 してきた。二級建築士試験の受験状況に関しては、建

築工学 ・建築コースは卒業後に受験資格が得られること、

および卒業後二級建築士を受験せずに2年の実務経験後

一級建築士を受験できること、そして卒業生の建築士試

験受験の追跡調査を行っていない現段階では詳細は分か

らないが、建築工学 ・建築コースに在籍す る学生が学科

の7割程度 と多くいることを勘案すれば、学生でいるう

ちに問題に慣れ親 しむことによって受験率向上の一助に

なると期待 している。

2.3生 物環境化学科

2.3.1公 害防止管理者および危険物取扱者試験

生物環境化学科は、バイオサイエンスコース、食品生

物資源 コース、エネルギー ・環境 コースの3つ のコース

を設定している。専門性を生かし、そのいずれにおいて

も卒業後に役立っと考えられる資格の1っ に公害防止管

理者がある。公害(排 水、排ガス、騒音 ・振動)と なる

ものを発生する恐れのある工場においては、有資格者の

中から公害防止管理者を選任することが法律で義務付け

9
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られており、経済産業省と環境省が関係する国家資格で

ある。例年、3万 人前後の受験者があり、合格率は20%

程度 と決 して高 くはない。受験生の多くは職場で必要に

なった社会人であるが、大学の化学 ・環境系学科の多く

が、学生時代での資格取得を勧め、何 らかの形で受験指

導している資格の1つでもある。

危険物取扱者の資格は、危険物を取 り扱 うためにガソ

リンスタン ド等で必要とされる資格であり、各地の消防

署単位で実施されることもあり広 く知 られている。指定

の危険物のみ取 り扱える乙種は、実業高校化学系学科に

おいて強く資格取得が勧められてお り、本学科でも既に

資格を取得 して入学してくる学生がいる。一方、全種類

の危険物が取 り扱える甲種は、乙種取得後2年 以上の実

務経験などの受験資格があるが、本学科 ユ年次のカ リ

キュラムをこなせば受験可能であり、以前より課外で資

格取得対策講座を行 うなど指導を進めてきた。そこで、

本プロジェク トでは公害防止管理者と危険物取扱者の2

つの資格を対象とした。

2.3.2試 験の概要

公害防止管理者資格は、大気、粉じんなどユ3種類に区

分されているが、本学科のカリキュラムに適合する 「水

質関係」を対象とした。工場の規模や有害物質の取 り扱

いの有無によって1-4種 に分けられ、それに応 じて試

験科 目も 「公害総論」「水質概論」「汚水処理特論」「水質

有害物質特論」「大規模水質特論」の中から指定される。

また、科目別合格制度があり、先に合格 した科目は、3

年以内は受験免除される。試験は、五者択一式の筆記試

験で、答案用紙はマークシー ト方式である。

危険物取扱者試験は甲種取得を目標 とした。 「危険物

に関する法令」「物理学及び化学」 「危険物の性質並びに

その火災予防及び消火の方法」に関して五者択一式で45

問が出題 される。

2.3.3学 生の受験状況と学科の対応

これまでも両方の資格共に、願書の配布、団体申し込

み、課外講座開講などにより取得をサポー トしてきた。

しかし、法律事項の学習なども含めて比較的難 しいこと

もあり、受験生は両資格それぞれで10名 前後 にとど

まっているのが現状であった。

な くイ ン ター ネ ッ ト経 由 で 利 用 で き るe-learningサ イ ト

が構築 で き るた め、 サ イ ト開発 者 は教 育 コ ンテ ン ツの 開

発 に集 中す る こ とが で き る特 徴 が あ る。

3。2シ ス テ ム構 成 と利 用 の 流 れ

利 用 者 で あ る 学 生 はWebブ ラ ウザ にURLを 指 定 して学

内 のe-learningサ ー バ に ア クセ ス す る(図1)。 イ ン ター

ネ ッ トに接続 して い るPCで あれ ば 、学 内外 か らの ア クセ

ス が可 能 で あ り、 学 生 は利 用 ア カ ウ ン トを取得 し、教 員

か ら登 録 キ ー を 入 手 して いれ ば 、 自宅 で の 自習 が 可能 で

あ る。 基 本 的 な利 用 の 流れ は 大 き く(1)～(5)で あ

る(図2)。 本 プ ロジ ェ ク トにお け るMoodleの 利 用 方 法

は標 準 的 で あ る た め各 手順 の説 明 は省 略 す る。

学内演習室 自宅

図1シ ステム構成

(1)コ ー ス選 択

事

(2)ア カウント取得

τ

(3)ロ グイン

　・

(4)小 テスト選 択

事

(5)解 答&評 価

1

図2利 用の流れ

3.シ ス テ ム 概 要

3.7Moodie

本 プ ロ ジ ェ ク トでe-learningコ ン テ ン ツ を 開 発 す る フ

レー ム ワ ー ク と し て 、 世 界 的 に 教 育 機 関 で 利 用 され て い

る オ ー プ ン ソー ス の1つ で あ るMoodie(ModularObject-

OrientedDynamicLearningEnvironment)を 利 用 した[3]。

MoodleはHTMLやWebア プ リ ケ ー シ ョ ン を 開 発 す る こ と

3.3コ ンテ ン ツ作 成 支 援 用 ペ ー ジ

本 プ ロジ ェ ク トで は 、 単一 のMoodleサ ー バ に3学 科 の

教 員 お よ び 支 援 学 生 が ア ク セ ス して 、 そ れ ぞ れ のe-

learningコ ン テ ン ツ を 作 成 した 。 各 人 が迷 わ ず に作 業 を

進 め られ る よ うに、 下 記 に4点 に つ い て基 本 的 な 手 順 を
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図3Winkに よ る動 くマニ ュアル の表 示例

説明したページを作成した。

① 新 しいアカウントの作成するには

② ログイン ・ログアウトするには

③ コースを登録するには

④ 基本的な多肢選択問題を入力してみよう!

さらに、手順をわか りやすく説明するため、ウィンド

ウ操作をキャプチャして動画で再生可能 とするWinkと

いうフリーソフ トを利用して動 くマニュアルを作成した

(図3)14]。

4.コ ンテンツ実装

4.1情 報学科

ITパ スポー ト試験などの資格試験に合格するには、過

去問を繰 り返 し解き、わからないところを集中的に学習

する対策が有効である。そこで我々は、過去問を繰 り返

し解答するため、Moodleの 多肢選択型の問題テ ンプ

レー トを利用 して四肢択一問題を作成 した。また、解答

中にわからない用語をインタラクティブに学習するため、

Moodleの 用語集モジュール を利用 して用語集を作成 し

た。四肢択一問題 と用語集はそれぞれ400問 ずつ入力 し

た。データ入力は情報学科の学生2名 が分担して作業 し

た。

4.7.7問 題例

(1)四 肢択一問題

解答 しやすいように400問 を10問 ずつの小テス トに分

割 し、小テス ト単位で練習できるようにした.小 テス ト

では、問題毎に解答をラジオボタンで選択 し、送信ボタ

ンを押す と正解をその場で確認できる(図4).ま た、解

豚パ スポート試験 対策講 座09醜 たはasとしてログインしています・{ログ六

釜撫竪鼎 燃 総辮 鞭慧 鰹論烹烈 蕊驚 照 禰 懸 憲繍 繍 搬慧一 継繍 繊轟繍{

テスト聞題 ・受験 噛

壌Wsbペ ージを作成する際、著作権者に確認せずに行った著作物利用のうち、違法なものは ・

得点;一一itどれか・

蓬識 馨 ¢認驚塞欝 盟馨難 諏礎灘1護獲艶讐1
さい。 用した。'㍉ 一

c.揺 毒の販売台数を説明するために1通 商8● の統讃データを使って図'

表化レ、We酪 一ジに活用した。

Oo最 新情報を提供するために 新聞の写真をスキャナで取り込んで活 、
用した。

鷺 繍 ・ラス・を緻 禦 ・機 ジ上の自砿 告幡 転 灘 。

ii≪'

2図 は、電子部品の不良品について、不良項目を個数の多い順に並べた榛グラフと、それらの

欝点二議 累積比率を折れ線グラフで表したものである。この図の名称は何か。

i501go

項蕪

芸礎 薙 継 難 鋼鴎_,.七 諜 隷

図4情 報学科の四肢択一問題入力の例

毛 廿 イ

、

答を選択 し終えた後に10問まとめて正解を確認すること

も可能 とした。

(2)用 語集

アルファベ ット順に並んでいるため、索引で探 して用

語 を表示することができる他、キーワー ドが事前にわ
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か っ て い る場 合 は 、 前方 一 致 検 索 も可能 と した(図5)。

4.1.2コ ンテ ンツ作 成 と今 後 の 取 り組み

ITパ スポ ー ト試 験 対 策 講座 朋

ki轟ki凱i¥e面雛ukuok凌野」・o倒軸馬謡集 蝕用語集

用語集です

婁惣 ジ・ンブ

團 一 慈全文検索する

Za}i漢 雛

rアル淋 。禰 瀟 薦 鷲 幕漣 薯者績

誕璽

インデックスを禾彌 して用語集を表示

特別IAI則CIDIE}臼G限lliJiKILI醐 駅o
PIQIRISI丁IUIVIWIXIYIZIす べて一

1aav
;ア メ功 のSunMicrosystems#土が開発したプログラム言YO。

}ソ ースプログラムを4av頒ンバイラで中間状態のブ日グラムに翻訳し、オペレーディングシスT
}ム やハードウェアの設計様式(プラットホーム)別に用意されたlava仮想マシン(3a臓晒陶al
l酬ach}肥)z ,それぞれに適した命令に変季期 がら実行する。1

そのた戯 プラットホームを問わずに実行できる。

{職 湘 翻 面 翻 コンパイラを使って鋪 する方法樋 ゑ

}(携)
1灘 臓には、データの一括処理に適したJa職アプリケーション、クライアントのブラウザ上で実行

するJavaアプレット、主にサーバで実行する対話型の訟滋サーブレット、仕様が大きく異なるが
We撚 一ジで動きのある表示を実現すると同時に簡単な処理も行える.tavaseripEがある。

乏

図5用 語集の例

デ ー タ入 力 を担 当 した 学 生2名 か ら得 られ た 課 題 を示

す。1日 あ た りの 作業 時 間 は平 均2時 間 で あ った 。 四 肢 択

一 問題 につ い て は
、 過 去 問題 文 を 見 な が らテ キス トフ ァ

イル に 問題 デ ー タ を入 力 す る の に20日 要 した 。 問題 文 に

グラ フや 図 表 が あ る場 合 は 、 イ メー ジ ス キ ャナ を使 っ て

ス キ ャ ン した 結 果 をイ メ ー ジ フ ァイ ル と して 保 存 した。

この 作 業 に3日 程 度 要 した。 入 力 した テ キ ス トデ ー タ と

イ メー ジ フ ァ イ ル を も と にMoodleに 問 題 入 力 す る の に

15日 要 した 。 用 語 集 は 、 テ キ ス トデ ー タの 入力 作業 に15

日、Moodle上 で ペ ー ジ作 成 す るの に8日 要 した。

作 業 上 の 課 題 と して 、 ス キ ャ ン した イ メー ジ フ ァイ ル

のサ イ ズ 調 整 の 難 し さ、数 式 入 力 が で きな い 、 問題 文 の

入 力 とMoodleサ ー バ へ の 登 録 を別 作 業 と した た め デ ー

タイ ンポ ー トで きれ ば効 率 的 だ っ た、Wikipediaの よ うに

用 語 間 の 相 互 リン ク が はれ る と よい 、 な どの意 見 が得 ら

れ た。 以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め に は 、Moodleの モ

ジ ュー ル を検 索 あ るい は 開発 す る必 要 が あ る。

本 プ ロジ ェ ク トで 、ITパ スポ ー ト試 験 の た め の土 台 を

開 発 した。 今 後 、情 報 学 科 の 学 生 を 対 象 と して運 用 を開

始 す る予 定 で あ る。ITパ ス ポー ト資 格 試 験 は年2回 あ り、

試 験 内 容 は過 去 問 を包 含 しつ つ 新 た な情 報 通 信 分 野 の 知

識 も要 求 され る た め 、 コ ンテ ンツ の維 持 ・管 理 は重 要 で

ある。

4.2建 築 ・デザイン学科

建築士試験に限った事ではないが、資格試験に対する

勉強は過去問題を勉強することが基本である。そこでe-

1earningコ ンテンツには、平成15～18年 度の4力 年分の

合計400問 の五肢択一問題の入力を行った。データ入力

は建築・デザイン学科卒業後大学院造形学へ進学 した2名

と学科の学生1名の合計3名 が作業 した。

4.2.1問 題例

年度ごとにグループ化 し、各科 目25問をまとめてそれ

ぞれ小テス トを作成 した。本番の試験と同様の形式をと

ることで、利用者の力試 し的やる気を引き出すと同時に

実力の把握を容易としている。また、モニタ上では画面

をスクロール しながら順次解答 していくことになるため、

「切 りがいい」と思われる1ページ5問の5ページ構成 とし

ているが、今後携帯などのモバイルツールによる利用の

対応などをしていくとするならば再考の余地があるであ

ろう。(図6)

4.2.2コ ンテ ンツ 作成 と今 後 の 取 り組 み

本 プ ロジ ェ ク トで は手 始 め と して 二級 建 築 士試 験 を対

象 と して い る が 、非 建 築 系 の 学 生 へ対 応 す る た め に コ ン

テ ン ツ の拡 充 を図 って い きた い。 平成21年 度 中 にデ ザ イ

ン コー ス の学 生 の 中 に受 験者 が 多 くい る色 彩 検 定 、 お よ

び 学生 ア ン ケー トな どで 人気 の あ る イ ンテ リア コー デ ィ

ネ ー ター の2つ の コ ンテ ン ツ を 作 成 す る 予 定 で あ る。 ま

た 、モ バ イ ル ツ ー ル で の利 用 も視 野 に入 れ て い き た い。

Moodleは 、 問 題 の 正 誤 だ け で な く詳 細 な解 答 の説 明 の

ペ ー ジ も作 成 で き る が 、建 築 ・デ ザ イ ン学 科 のe-1earning

シ ステ ムで は 、 どち らか とい え ば ゲー ム感 覚 的 に 楽 しむ

とい うユ ー ザ ー利 用 を想 定 し、正 誤 の み の 対 応 と して い

る。 勉 学 は 作 業 の痕 跡 が残 る よ うな紙 べ 一 ス、 試 験 は い

つ も真 新 しい イ ン ター フ ェイ ス を持 つ モ ニ タ上 とい う区

分 け で あ る。 こ の よ う な 利 用 を 想 定 し た と き 、e-

learningシ ステ ム を利 用 す るデ バ イ ス と して は 、携 帯電

話 やiphone等 の モ バ イ ル ツー ル が理 想 的 で あ ろ う。 電 車

や バ ス 、休 み 時 間 な どの ち ょ っ と した 空 き時 間 に気 軽 に

利 用 で き る こ とが 望 ま しい。

4.3生 物 環 境 化 学 科

公 害 防止 管 理 者 、危 険 物 取 扱 者 共 に過 去 問題 が公 開 さ

れ て お り、 それ らを 中心 に、 そ れ ぞ れ60問 、40問 入 力 し

た。 デ ー タ入 力 は、 公 害 防 止 管 理者 資格 取得 を 目指 す 学

部4年 生5名 で 作 業 した。

4.3.1問 題 例

多 くの資 格 試 験 が そ うで あ る よ うに 、試 験 は 、多 肢 選

択 方式 に よ る五 者 択 一 式 で あ る。 入 力 作業 当初 は 、多 肢
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選 択 型 の 問題 テ ン プ レー トを利 用 しよ うと した が 、そ の

形 式 とは 異 な る複 雑 な 解 答形 式 が あ った り、 文 中 に数 式 、

化 学 式 が 多 く あ っ た り、 入 力 に 時 間 が か か る こ とが 分

か っ た。 そ こ で 、解 答 の選 択 肢 まで 全 て 本 文 中 に入 力 し、

番 号 の み選 択 す る よ うに した(図7)。

4.3.2コ ンテ ンツ 作成 と今 後 の 取 り組 み

著 作権 の 問題 も あ り、 入 力 した 問題 は 実際 に国 家 試 験

に 出題 され た もの と した。 そ の た め 、 か な り高 度 な 問 題

も 含 ま れ 、繰 り返 し学 習 に よ る 知 識 の 定 着 と い うe-

learningの 目的 に 不 向 き な問 題 も含 ま れ る こ とにな った。

一 方 で
、 そ う した 問 題 に は 詳 細 な解 説 を付 け る こ とが 可

能なので、問題を繰 り返 し学習向きのものと自己学習向

きのもの2群 に分類 し、後者には、入力者が解説を付け

るとい う作業においても学習効果を上げることができる

ような仕組みを考えたい。

5.ま とめ

本 プ ロジ ェ ク トで は 、 近 畿大 学 産 業 理 工 学 部 に あ る3

つ の 学科 の教 育 内容 と深 く関 係 す る資 格 の 取 得 とい う 目

的 が 明 示 的 なe-learningコ ン テ ン ツ の 開 発 を 行 っ た。 そ

して 、 そ の コ ンテ ン ツの 収 集 や 入 力 に 学 生 を参 加 させ 、

資格 取 得 に興 味 を持 た せ 、 か っ 受験 勉 強 に もな る とい う
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効果を狙った。今回は、プロジェクト立ち上げのために

教員が段取りをして学生に参加 してもらったが、参加学

生の資格取得への関心は高まったと感 じている。既に、

学生による自主的なコンテンツの投稿 ・共有が部分的に

有効であったとい う報告[5]もある。コンテンツ入力方法

の工夫などノウハ ウも得 られたので、今後は、資格研究

を目指 したサークル等を立ち上げ、学生主体によるe-

1earningコンテンツの維持 ・管理体制を整備 していくなど

の方向に進めていきたい。e-1eamingは 資格取得に適 し

た学習方法 と考えられ、受験者数、合格者数の増加とし

て効果が現れることを期待 したい。
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